
 

特
集
「
山
口
の
町
の
漆
器
の
歴
史
」
～
室
町
時
代
か
ら
現
在
ま
で
～ 

 
の
御
神
幸
」
に
つ
い
て 

の 
 

■
大
内
塗
再
興 

 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、
郷
土

史
家
の
近
藤
清
石
が
毛
利
家
所
蔵
品

よ
り
「
漆
絵
枝
菊
椀
―
大
内
椀
」
を
発

見
し
、
こ
れ
を
も
と
に
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
鞘
師
岩
本
梅
之
進
（
一

八
四
七
年
生
れ
）
に
椀
や
盆
を
製
作
さ

せ
ま
し
た
（
山
口
県
立
山
口
博
物
館
所

蔵
）
。
こ
れ
が
現
在
の
大
内
塗
の
元
祖

と
な
り
ま
す
。 

 

梅
之
進
の
子
與
一
郎
（
一
八
七
二
年

生
れ
）
も
大
内
塗
職
人
で
し
た
が
早
逝

し
、
そ
の
妻
が
河
合
家
に
嫁
い
だ
こ
と

で
同
家
も
大
内
塗
の
製
作
を
始
め
、
盛

況
を
呈
し
ま
し
た
。 

 

與
一
郎
の
弟
豊
三
郎
も
大
内
塗
職

人
に
な
り
、
指
導
や
新
商
品
開
発
に
努

め
、
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
正
八
年
に
竪
小
路
に
開
設

し
た
山
口
県
立
工
業
試
験
所
の
功
績

も
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
の
卒
業

生
か
ら
大
内
塗
職
人
が
何
人
も
生
れ

ま
し
た
。 

 

最
盛
期
の
大
正
時
代
に
は
五
十
人

の
塗
工
職
人
が
、
後
河
原
町
を
中
心
に

工
房
を
か
ま
え
、
活
躍
し
ま
し
た
。 

■
江
戸
時
代
の
特
産
品
漆
器 

 

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
三
）
、
山
口
の

町
で
は
椀
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
後
河

原
町
を
中
心
に
三
十
軒
あ
り
ま
し
た
。
主
に

庶
民
向
け
の
椀
や
汁
物
椀
を
大
量
に
製
造
し

て
い
ま
し
た
。 

 

な
か
で
も
丸
盆
は
「
雪
舟
盆
」
と
名
付
け

ら
れ
、
独
特
の
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
胡
桃

で
三
つ
足
を
成
し
、
花
や
人
物
風
景
画
が
黒

漆
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

雪
舟
盆
は
明
治
時
代
ま
で
作
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
後
、
大
内
塗
が
再
興
す
る
に
つ
れ
、

と
っ
て
か
わ
ら
れ
ま
し
た
。 

■
室
町
時
代
の
漆
器 

 

山
口
の
町
の
漆
器
の
歴
史
は
室
町
時

代
が
最
も
古
い
も
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
大

内
氏
が
朝
鮮
や
明
と
の
貿
易
で
漆
器
を

輸
出
入
し
て
い
た
こ
と
が
双
方
の
記
録

か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
内
壁

書
か
ら
、
町
に
塗
り
物
職
人
が
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
時
の
も
の
と
し
て
は
「
漆
塗
足
付

盤
」
「
漆
絵
枝
菊
椀
―
大
内
椀
」（
共
に
県

指
定
文
化
財
）
、
大
内
義
隆
が
厳
島
神
社

や
防
府
天
満
宮
に
寄
進
し
た
硯
箱
（
共
に

重
要
文
化
財
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
山
口
市
宮
野
の
初
瀬
遺
跡
（
十

六
世
紀
の
寺
院
跡
）
よ
り
漆
器
椀
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
大
内
氏
館
跡
か
ら
漆
膜
だ

け
な
ら
出
土
し
て
い
る
よ
う
に
木
が
残

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
外
面
に
赤
色

漆
が
使
わ
れ
て
い
て
、
「
明
」
「
延
」
の
文

字
が
高
台
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
、
山
口
で
大

内
氏
が
足
利
前
将
軍
を
も
て
な
し
た
と

き
の
料
理
に
も
冷
汁
に
漆
器
を
使
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

■
現
在
の
大
内
塗 

 

山
口
の
代
表
的
な
お
土
産
に
大
内
人
形
が

あ
り
ま
す
。
大
内
塗
の
製
品
と
し
て
最
も
売

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

素
材
の
木
は
エ
ゴ
の
木
（
チ
ナ
イ
）
を
使

っ
て
い
ま
す
。
県
内
２
社
の
ろ
く
ろ
師
が
加

工
し
て
い
ま
す
。 

 

人
形
の
形
の
木
に
下
地
漆
を
塗
る
こ
と
数

回
。
の
ち
水
研
ぎ
で
下
地
研
ぎ
を
し
、
下
塗

り
し
ま
す
。
さ
ら
に
下
塗
り
研
ぎ
を
し
、
そ

の
あ
と
中
塗
漆
で
中
塗
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

中
塗
り
研
ぎ
を
し
、
ま
た
中
塗
り
を
す
る
こ

と
数
回
。
中
塗
り
を
終
え
て
上
塗
り
を
し
、

絵
付
け
に
入
り
ま
す
。 

 

一
つ
の
人
形
を
完
成
さ
せ
る
の
に
半
年
以

上
か
か
る
仕
事
で
す
。 

 

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
大
内
塗
は
伝
統

的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
地
方

の
漆
器
で
は
唯
一
で
す
。
こ
れ
は
、
山
口
の

町
が
漆
器
の
産
地
と
し
て
歴
史
あ
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
塗
師
職
人
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
工
房
は
六
社

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
後
継
者
が
い
る
の
は
一

社
だ
け
で
、
他
は
年
配
の
職
人
で
す
。
行
く

末
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

  

 
  

  

 

 

③
雪
舟
盆 

②
前
将
軍
饗
宴
料
理 

■
料
亭
菜
香
亭
の
漆
器 

 

明
治
十
年
（
一
八
七
八
）
頃
創
業
し
た
料

亭
菜
香
亭
で
は
、
地
元
の
漆
器
は
使
わ
ず
、

す
べ
て
輪
島
塗
で
し
た
。
膳
は
二
十
一
種
類

四
百
六
十
三
点
、
椀
は
二
十
四
種
類
七
百
三

十
七
点
、
こ
れ
だ
け
の
数
が
い
ま
も
残
っ
て

い
ま
す
。 

 

同
じ
絵
柄
で
何
十
点
と
あ
る
の
が
料
亭
ら

し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

①
初
瀬
遺
跡
出
土
漆
器 

大
内
塗
膳(

岩
本
與
一
郎) 

大
内
塗
膳(

河
合
辰
之
進) 

④
大
内
塗
輸
出
用 

ラ
イ
タ
ー
セ
ッ
ト 

人
形
の
製
作
過
程 

⑤
人
形
の
絵
付
過
程

と
５
社
の
人
形 

※
①
②
市
文
化
財
保
護
課
所
蔵 

 

③
④
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵 

 

⑤
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵 

料
亭
菜
香
亭
の
漆
器 
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